
温熱作用

浮力作用

リラックス作用

静水圧作用
　静水圧（せいすいあつ）とは、静止した水の中に入ったときに働く水圧のことです。湯船に入るとき、水圧は最初に下半身にかかります。
血液は圧が低いところに逃げようとして、心臓に集まるため、心臓は拡大して心拍出量が増加し、心臓の機能を高めることができます。
高齢者や心臓・呼吸器にリスクのある人は、みぞおち位までとし、注意して入浴しましょう！


